

















The present study reported the educational approach that aiming at formation of communication activity used 
“sign language” to three children with deafness and multiple disabilities. Some important points were discussed; 
（1）we should observe to the details of the children’s body movements interacting constantly with their 
communication partners, specifically slight changes of their hand’s various attributes.（2）We should assume the 
individual's own ways of understanding their environments from perspectives of the behavioral organization and 
the sign transformational operation based on the facts observed.（3）We shouldn't unilaterally use “sign language” 
that generally used by Deaf adults but should use “sign systems” contrived according to the individual's own 
ways of understanding their environments including communication partners.
Key words：Children with deafness and multiple disabilities（ろう重複障害児）



















































ることも確認されている （大鹿 , 2016）。ただし、発
達障害を併せ有する場合も含めて「重複障害」という
言葉は、多義的で、教育や福祉における類型分類の主



































































いて用いて指導していた（例えば、松井 , 1986; 平良 , 



















































































手側、とこれらを集めると、/ 見る / という手話単語
が作られる。また、眉、目やあごなどを使った NM 










































るろう児（10名 ; ₄歳₇か月～ 16歳₃か月）の手話の
































コミュニケーションの形成に関する実践研究 （松﨑 , 









ターン） 特性 （梅津 , 1969） 」であり、かつ「その時々












































































る育児語の手話を発信する （鳥越 , 1995; 松﨑 , 2001）。
また、ろう学校幼稚部のろう者教員なら、過去体験を
語るろう児全員の手話表現を適切に読み取ることで手
















































るときは、/ ○○○ / と表記する。
₁．事例：A ちゃん　
［事例紹介］





















































































とめて表す （図₃）。ろう者の成人同士で使う / コッ





とで表される。しかし A ちゃんにとって、/ コップ /
はコップを使って飲むという記憶像から受信できるの



























































































































う一度 /、もう一方の空間で / 終わり / と横に配列す
るように発信した上で 、/ どっち？ / と尋ねた（図₄）。
すると、Y 君は手話でいずれかの項を選択して回答す
ることができた。
そこで抱っこ遊びでも、手話の / 行く （人差し指を
下に向けた手型） / という表出をすでに共有していた
ことから、/ 行く / の手話を使った選択項を設定する
ことにした。その場合、一般的には目的地の名前を手
話で伝えた上で / 行く / というふうに疑問文を作るこ
とになる。/ ○○（場所 A の名前）/ 行く？ / △△（場






語を増やすのではなく、/ 行く / という動詞の手話が、
起点（出発地）や終点（到着地）の情報を手話表現の一
部とする「空間動詞 （松岡 , 2016）」であることを活
用した。すなわち、a 地点から b 地点へ行くという意
味を表出するとき、/ 行く / の【手型】を a 地点の位
置から b 地点の位置へ動かすことを行う。こうした
表出を援用して、学生は、/a 行く b/ （今 Y 君を抱っ
こして立っている地点が a、目指す地点が b）、/a 行
く c/ （今 Y 君を抱っこして立っている地点が a、も
う₁つの目指す地点がc） と表した上で、/どっち？/ （ 




















右に分けて片方の空間で /a 行く b（Y 君の部屋）/、もう一




持ち直して学生が表出した通りに /a 行く c（リビング）/ と
表出する。学生は、Y 君を左腕で抱っこし、ドアを
開けてリビングへ₂，₃歩立ち入る。そして Y 君に
改めて、片方の空間で /a 行く c（リビング）/、もう一方の
空間で /a 行く b（右側にある他の部屋）/ と表出して / どっち？




































































































見た先生は、他児に / 切る /、/ 入れる / の手話をす
る。そして C ちゃんがまた両手で大きな丸を何度か
作ったので、先生も同様の動作をし、イレタという














/ 作る / 話 /、C ちゃんの名前を指文字で表した後で
/一生懸命/料理する/と説明してみる。そして、Cちゃ




た両手を1回打ち当てることで / 作る / のような手話

















“ 野菜 ” という意味を何度か繰り返し、続けて下線部
（2）の “ 入れた ” という意味を表出している。下線部
（6）はおそらく C ちゃんにとって “ たくさん ” あるい
は “ いっぱい ” の意味を表出しているのだろう。下線
部（7）は、先生が見せたカードに野菜を切る様子が描
かれていたためだろう、“ 包丁で切る ” 意味を表出し、






₄つがある （松岡 , 2015）。これを踏まえて下線部（1）
～（8）のうち下線部（1）をとりあげて説明する。日





















































































































































する共同注意 （A ちゃんの場合は現前対象、Y 君と C
ちゃんの場合は不在対象）、相互性 （母親、学生や教
員といった重要な他者との役割交替） がすでにできて
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